
組織名称  NPO法人文化財匠塾          

組織の所在地 
〒〒812-0023福岡市博多区奈良屋町１１－１３  

TEL 092-282-4039 FAX  092-282-4039 MAIL tec@shufuku.co.jp http://www.npotakumi.jp/

組織の構成 
NPO法人 理事長 安原啓示  
      理事・事務局長 小西龍三郎 員数14人 

活動内容 

・ 平成17～19年 平戸市大島村神浦伝統的建造物群保存地区調査 
・         福岡市西方沖地震による文化財建物等被害調査 

・ 平成19年   伝統的建造物群保存地区選定申請資料作成業務 
・         福岡市 箱嶋邸・白水家 国登録有形文化財選定調査 
・         平戸市大島村 スギ花粉避粉地モニター募集  

・ 平成20年   伝統的建造物群保存地区選定 特定物件 「大浦家」修理設計 
・ 平成21年   「塩屋家」（18c後）「出口家」（18c後）「柴山家」（明治）「平松家」（19c中）修理設計 
・         伝統的建造物群保存地区 防災計画策定業務 

活動の目標 
と試み 

・ 伝統的技術の継承・育成 町屋の修理・保存 ・文化財建築物の保存管理ボランティア事業 

・ 民活による歴史的建物・工作物・庭園・町並み

の保存・活用・管理 
 

・ 会員内外での情報交流・技術の交流（京都町家

作事組協議会会員） 
 

・ 平戸市大島村神浦のまちづくり支援  

対象地域 福岡県・長崎県（原則） 
対象建物群 平戸市大島の神浦地区は17世紀に始まった鯨組の基地として栄えた港です。 

道の両側には、江戸中期～明治・大正・昭和時代の家が軒を並べています 

 

 

対象件数  

約230  軒 

保全・ 
再生方針 

・神浦伝統的建造物群保存地区は江戸期～昭和初期の町屋が稠密に並ぶ日本でも稀有な湊町です

 それぞれの時代の特徴を継承するため、基本的に修景を行わず、建築史学的調査に基いた修理

 による町並みの保全を目指します。 
・300年以上火災に遭遇しない町並みの住民の知恵を生かしながら、災害に強いまちづくりを 
 行います。 

協力する団体 平戸市建築士会 的山大島町並み保存会  
 

課 題 
・修理事業の年数が浅いため、メール等による技術的な相談に乗ってくれる制度がほしい 
・耐震は地震波による実践的な解析を主にデータの収集を行っています。共同する組織を希望し

ます 
活動資金 伝建委託費・会費等  約2,800千円 
その他  

 
 

http://www.npotakumi.jp/kafun.html

